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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像内の１つ以上のオブジェクトを追跡してオブジェクト毎にオブジェクトの識別子と
時刻と位置とが対応付けられたオブジェクト追跡情報を生成する情報生成手段と、
　前記情報生成手段によってオブジェクト毎に生成されるオブジェクト追跡情報の信頼度
を算出する信頼度算出手段と、
　オブジェクト追跡情報の信頼度を時間軸上に表示する表示手段と
を備えることを特徴とする情報表示装置。
【請求項２】
　前記信頼度算出手段が、第１のオブジェクトに関する第１のフレームの映像と、第１の
オブジェクトに関する第２のフレームの映像との類似度が第１の閾値以下へ低下した場合
に、オブジェクト追跡情報の信頼度の低下を検出することを特徴とする請求項１に記載の
情報表示装置
【請求項３】
　前記信頼度算出手段は複数の追跡オブジェクト間の距離が第２の閾値以下へ低下した場
合に、オブジェクト追跡情報の信頼度の低下を検出することを特徴とする請求項１または
２に記載の情報表示装置。
【請求項４】
　複数の追跡オブジェクト間の距離が第３の閾値以下へ低下した場合に、オブジェクト同
士の交錯状態を検出する交錯状態検出手段をさらに備えることを特徴とする請求項１～３
のいずれか１項に記載の情報表示装置。
【請求項５】
　前記各オブジェクトの追跡情報が対応付けられている生成元の映像を記憶する手段をさ
らに備え、
　前記表示手段が、
　　前記交錯状態検出手段が第１のオブジェクトと第２のオブジェクトの交錯を検出した
場合に、
　　前記時間軸上の、前記第１のオブジェクトに対応する領域と前記第２のオブジェクト
に対応する領域の、前記交錯状態検出手段が交錯を検出した交錯時刻に対応する位置に、
交錯が検出されたことを示すマーカーを表示し、かつ
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　　前記記憶された生成元の映像中から、前記第１のオブジェクトの前記交錯時刻の前後
の映像と、前記第２のオブジェクトの前記交錯時刻の前後の映像とを切り出して同時に表
示することを特徴とする請求項４に記載の情報表示装置。
【請求項６】
　前記第１のオブジェクトのオブジェクト追跡情報と前記第２のオブジェクトのオブジェ
クト追跡情報との入れ替え指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段が入れ替え指示を受け付けた場合に、前記交錯時刻の後のオブジェクト追
跡情報であって、前記第１のオブジェクトの情報として記憶されていたオブジェクト追跡
情報と、前記第２のオブジェクトの情報として記憶されていたオブジェクト追跡情報とを
入れ替える入替え手段と
をさらに備えることを特徴とする請求項５に記載の情報表示装置。
【請求項７】
　前記情報生成手段が、オブジェクトの動作を解析して、イベント識別子とイベント生起
時刻とオブジェクト識別子とを含む動作解析情報をさらに生成し、
　前記入替え手段が、前記第１のオブジェクトと前記第２のオブジェクトに関するオブジ
ェクト追跡情報を入れ替える際に、前記第１のオブジェクトと前記第２のオブジェクトに
関する前記動作解析情報も入れ替える
ことを特徴とする請求項６に記載の情報表示装置。
【請求項８】
　コンピュータを、請求項１乃至７のいずれか１項に記載の情報表示装置の各手段として
機能させるためのプログラム。
【請求項９】
　映像内の１つ以上のオブジェクトを追跡してオブジェクト毎にオブジェクトの識別子と
時刻と位置とが対応付けられたオブジェクト追跡情報を生成する情報生成工程と、
　前記情報生成工程によってオブジェクト毎に生成されるオブジェクト追跡情報の信頼度
を算出する信頼度算出工程と、
　オブジェクト追跡情報の信頼度を時間軸上に表示する表示工程と
を備えることを特徴とする情報表示方法。
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